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ツール概要 

本ツールは、特定事業者が温室効果ガス削減アクションプログラムにおいて計画書・報

告書様式作成を次のツール機能により支援します。シートへの記入方法については「事業

者温室効果ガス削減計画書等作成の手引き」を参照してください。 

 シートの色ごとで作業が分かれています。 

 ・黄色シート→まずこのシートから操作します。 

 ・青色シート→削減計画書作成時に操作します。 

 ・茶色シート→削減計画書提出時に操作します。 

 ・赤色シート→基本的に操作はしませんが、評価点を確認することができます。 

 提出書類印刷補助機能 

 

※本ツールは、マイクロソフト・エクセル形式のファイルでマクロ機能等を活用します。 
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留意事項 

1. 本ツールを開く前に全てのエクセル形式ファイルを閉じてください。 

2. 本ツールを複数のパソコンで同時に起動しないでください。 

3. 本ツールでは、「Excel オプション」ウィンドウから「セキュリティ センター」の「マク

ロの設定」を開き「警告を表示してすべてのマクロを無効にする」を選択した設定にし

てください。 

4. 本ツールを開き、図１が表示された場合は、「コンテンツの有効化」ボタンをマウスで左

クリックし、マクロを有効にしてファイルを開いてください。 

 

（図１） 

5. マクロを有効にしないでファイルを開いた場合には、「はじめに」シートに「マクロが無

効です。」と赤色で表示されます。（図２）マクロを有効にする手順を参照し、マクロの

設定確認または設定を変更した後、ファイルを閉じて開き直してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図２） 

  

←ここをクリック 
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「セキュリティ センター」の「マクロの設定」手順 

○ Excel2016 の場合（Excel2013 もほぼ同じです） 

 

1. キーボードより「Alt」⇒「T」⇒「O」と入力すると「Excel オプション」ウィンドウを開

きます。次に「セキュリティ センター」を左クリックします。 

 
 

2. 「セキュリティ センター」画面にて「セキュリティ センターの設定」を左クリックしま

す。 
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3. ①「マクロの設定」⇒ ②「警告を表示してすべてのマクロを無効にする」⇒ ③「OK」ボ

タンの順番に左クリックします。 

      
 

4. 「Excel オプション」ウィンドウへ戻ります。 

「OK」ボタンを左クリックし「Excel オプション」ウィンドウを閉じます。 

     

②  

③  

①  
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＜削減計画書作成時の操作手順＞ 

操作 0：「はじめに」シートの画面説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①【このページを印刷】ボタン 

表示されているシートの印刷プレビュー画面を表示します。 

②【計画書を連続印刷】ボタン 

提出する計画書一式を自動選択し印刷プレビュー画面を表示します。 

③【「事業所排出量内訳（基本年度）」へ移動⇒】ボタン 

本ツールの「事業所排出量内訳（基本年度）」シートへ移動します。 

  

① 

② 

③ 
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操作 1：「はじめに」シート入力時の操作手順 

1. 「はじめに」シートの入力欄にデータを入力します。「Enter」キー押下し入力データが確

定するとセルの色が空色から白色へ変更します。 

  

 

 

 

 

 

2. 入力項目を確認し、次の操作に進んでください。 
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操作 2：「事業所排出量内訳 (基準年度)」シート入力時の操作手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※赤枠欄へデータを入力します。赤枠欄へデータ入力しても、セルの色は変化しませんので、

ご留意ください。 

 

＜1＞ 

＜2＞ 

＜3＞ 

＜4＞ 

＜5＞ 

＜6＞ 

＜7＞ 

＜8＞ 
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①年間の使用量を燃料別に入力します。 

②その他の燃料を使用している場合、“単位”“熱量”“排出量”を入力します。 

 

１．エネルギー起源二酸化炭素（CO2）排出量

燃料の種類 使用量
外部

供給量
実使用量 単位

熱量
(GJ)

排出量

(t-CO2)

原油（コンデンセートを除く。） 101 102 ▲ 1 kl ▲ 38 ▲ 3

原油のうちコンデンセート(NGL) 103 104 ▲ 1 kl ▲ 35 ▲ 2

揮発油 105 106 ▲ 1 kl ▲ 35 ▲ 2

ナフサ 107 108 ▲ 1 kl ▲ 34 ▲ 2

灯油 109 110 ▲ 1 kl ▲ 37 ▲ 2

軽油 111 112 ▲ 1 kl ▲ 38 ▲ 3

Ａ重油 113 114 ▲ 1 kl ▲ 39 ▲ 3

Ｂ・Ｃ重油 115 116 ▲ 1 kl ▲ 42 ▲ 3

石油アスファルト 117 118 ▲ 1 t ▲ 41 ▲ 3

石油コークス 119 120 ▲ 1 t ▲ 30 ▲ 3

液化石油ガス     (LPG) 121 122 ▲ 1 t ▲ 51 ▲ 3

石油系炭化水素ガス 123 124 ▲ 1 千Nm3 ▲ 45 ▲ 2

液化天然ガス     (LNG) 125 126 ▲ 1 t ▲ 55 ▲ 3

その他可燃性天然ガス 127 128 ▲ 1 千Nm3 ▲ 44 ▲ 2

原料炭 129 130 ▲ 1 t ▲ 29 ▲ 3

一般炭 131 132 ▲ 1 t ▲ 26 ▲ 2

無煙炭 133 134 ▲ 1 t ▲ 27 ▲ 3

石炭コークス 135 136 ▲ 1 t ▲ 29 ▲ 3

コールタール 137 138 ▲ 1 t ▲ 37 ▲ 3

コークス炉ガス 139 140 ▲ 1 千Nm3 ▲ 21 ▲ 1

高炉ガス 141 142 ▲ 1 千Nm3 ▲ 3 ▲ 0

転炉ガス 143 144 ▲ 1 千Nm3 ▲ 8 ▲ 1

都市ガス 145 146 ▲ 1 千Nm3 ▲ 45 ▲ 2

テナント空調等推計値 GJ

その他の燃料 （ジェット燃料油） kl

その他の燃料 （)

小　　　　　計 － － － － ▲ 788 ▲ 55

熱の種類 使用量
外部

供給量
実使用量 単位

熱量
(GJ)

排出量

(t-CO2)

産業用蒸気 147 148 -1 GJ (1) (0)

産業用以外の蒸気 149 150 -1 GJ (1) (0)

温水 151 152 -1 GJ (1) (0)

冷水 153 154 -1 GJ (1) (0)

小　　　　　計 600 604 (4) GJ (5) (0)

石油ガス

可燃性
天然ガス

石炭

拡大図＜1＞ 

① 

①

② 
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③契約している“電気事業者”とその電気事業者からの“買電量”“排出係数”を入力しま

す。なお、“電気事業者”と“排出係数”は「排出係数検索ツール」にて検索した結果

を、「電気事業者を貼付け」ボタンで貼付けが可能です。 

 

 

 

 

 

④自家発電による実績がある場合は、“売電量”“換算係数”“排出係数”を入力します。 

⑤その他買電がある場合は、“買電先”“買電量”“排出係数”を入力します。 

売電量

(千kWh)

換算係数

(GJ/千ｋWh)

排出係数

(tCO2/千kWh)

排出量

(t-CO2)

自家発電 163 0

その他買電
買電量

(千kWh)

排出係数

(tCO2/千kWh)

排出量

(t-CO2)

160

合計 160 0

拡大図＜2＞ 

拡大図＜4＞ 

 

④ 

⑤ 

拡大図＜3＞ 

③ 
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４．原単位の指標

原単位の指標（分母）

名称 aaa

単位 千kl

数値 1234

 

 

 

⑥③、④での合計値が転記されます。 

 

 

 

⑦エネルギー起源二酸化炭素以外の温室効果ガス排出量がある場合、排出量を入力します。 

 

 

 

⑧クレジット等による削減量がある場合、クレジット等の種類と削減量を入力します。 

⑨原単位の指標となる“名称”“単位”“数値”を入力します。 

⑩入力項目を確認し、次の操作に進んでください。 

電気の種類 使用量
外部

供給量
実使用量 単位

熱量
(GJ)

排出量

(t-CO2)

昼間買電 2,636 2,636 千kWh 26,281 1,516

夜間買電 3,183 3,183 千kWh 29,538 1,836

自家発電 163 ▲ 163 千kWh ▲ 1,591 0

その他買電 160 160 千kWh 1,562 0

小　　　　　計 5,979 163 5,816 千kWh 55,790 3,352

電気
事業者

２．エネルギー起源二酸化炭素（CO2）以外の温室効果ガス排出量

温室効果ガスの種類
排出量

(t-CO2)

非エネルギー起源二酸化炭素（CO2）

メタン（CH4）

一酸化二窒素（N2O）

ハイドロフルオロカーボン（HFC）

パーフルオロカーボン（PFC）

六フッ化硫黄（SF6）

三フッ化窒素（NF3）

合　　　　計

３．クレジット等による削減量

クレジット等の種類
削減量

(t-CO2)

合　　　　計

拡大図＜5＞ 

拡大図＜6＞ 

拡大図＜7＞ 

拡大図＜8＞ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 
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＜排出係数ツールの使い方＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※赤枠にキーワードを入力し、その検索結果が緑枠に表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①電気事業者名入力欄へ電力会社名を入力します。 

②「検索」ボタンをクリックします。 

③表示された検索結果の中から、契約している電気事業者及びメニューを選択します。 

④「電気事業者をコピー」ボタンをクリックします。 

⑤転記先の報告書作成支援ツールの「事業所排出量内訳(基準年度)」シートへ移動します。 
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⑥「電気事業者を貼付け」ボタンをクリックします。 

⑦一番上の空欄行に、選択した電気事業者名と排出係数が転記されます。 

  

 ⑥

⑦⑦
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操作 3：「計画書①（事業所概要・目標）」シート入力時の操作手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①「はじめに」シートで入力した内容が転記されます。 

②“基本方針”及び“組織体制”を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③事業所排出量内訳(基準年度)シートから転記されます。 

④最終年度時の“目標排出量”及び“目標原単位”を入力します。 

⑤基準の排出量に対して目標排出量の削減率が表示されます。 

① 

② 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑦ 

⑥ 
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⑥非化石電気及びその他非化石エネルギー等の“使用目標割合”を入力します。 

⑦“目標設定の考え方”を入力します。 

⑧入力項目を確認して、次の操作に進んでください。 

 

 

操作 4：「計画書②(取組）」シート入力時の操作手順 

 

①５の１（基本対策）の実施状況と実施予定は、プルダウンリストから選択します。 

 

 

②５の２（選択対策）の項目、実施状況と実施予定は、プルダウンリストから選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③５の３（その他の対策）の項目、実施状況と実施予定は、プルダウンリストから選択しま

す。 

④“具体的な取組内容”を入力します。 

⑤入力項目を確認し、次の操作に進んでください。 

 

５の１　重点的に実施する取組の実施計画（基本対策）

番
号

項目 対策内容
実施状況
（基準年度）

実施予定

1
エネルギー管理推
進体制の整備

  エネルギー管理推進体制が整備されている。エネルギー管
理推進体制の中で、エネルギー管理が推進されている。

2
エネルギー消費機
器管理台帳の整備

 主要なエネルギー消費機器について管理台帳が整備されて
いる。 管理台帳が随時更新されている。

3
管理標準（管理マ
ニュアル）の整備

 主要なエネルギー消費機器について管理標準が整備されて
いる。 主要なエネルギー消費機器が管理標準に基づき運用

され、必要な記録がある。 管理標準が必要により更新されて
いる。

５の２　重点的に実施する取組の実施計画（選択対策）

番
号

項目 対策内容
実施状況
（基準年度）

実施予定

1

2

拡大図 

拡大図 

拡大図 

① 

② ② 

③ ③ ④ 
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操作 5：「計画書③（任意記載）」シート入力時の操作手順 

 

 

 

記載事項がある場合、赤枠欄へデータを入力します。 

また、対策に係る写真がある場合には、写真欄に貼付します。 

対策に係る写真があれば 
ここに貼付 

対策に係る写真があれば 
ここに貼付 
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操作 6：提出書類の印刷 

未入力項目がないことを確認し、印刷してください。 

＜印刷対象＞ 

No シート名 提出の区分 

1 「計画書提出書」 〇 

2 「計画書（公表用）」 〇 

3 「計画書①（事業所概要・目標）」 〇 

4 「計画書②(取組）」 〇 

5 「事業所排出量内訳(基準年度)」 〇 

6 「委任状」 △ 

7 「計画書③（任意記載）」 △ 

〇：必ず提出が必要な書類 

△：必要に応じて提出が必要な書類



  

 

 

 

  



  

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

担当：仙台市環境局環境部 

地球温暖化対策推進課推進係 

電話：022-214-8232 

メールアドレス：action_program@city.sendai.jp 

このパンフレットはリサイクルできます。「雑誌」に分別しましょう。 


